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元気な行田  輝く未来へ！
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市民の皆さんとの約束
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市では、市長マニフェストの着実な実施を、市政の最重要課題として取り組んでいます。
ここでは、マニフェストに基づく平成20年度の主な取り組みをお知らせします。

元気な行田、安心・安全な行田の実現に向けて

行田市長

工 藤　 正 司

　少子高齢化の進展や地方分権の本格化、さらには今日の急激な景気後退の影響などにより、
地方行財政を取り巻く環境は一段と厳しさを増しております。
　私はこれまでに、「市財政の健全化」を最重要課題に掲げ、「たゆまぬ改革あくなき挑戦」
を胸に、市民の皆さんの厚い信頼と力強い期待に真正面からおこたえするための諸施策に挑ん
でまいりました。
　特に、市民の皆さんとお約束しましたマニフェストにつきましては、スピード感を持って果
敢に取り組んでおります。
　今後とも「市民が主役」のまちづくりを基本とし、市民の皆さんの声を羅針盤にしながら、
“元気な行田”“安心・安全な行田”の実現に、全身全霊をかけて取り組んでまいりますので、
ご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。　

市財政の健全化・情報公開・市民参加
■市の借金（市債）を削減　
　新たな借入の抑制や過去に借り入れた高金利の市債の繰上
償還の実施など、市債残高の削減を図り、平成20年度は
平成19年度と比較して全会計で約13億7,000万円を削
減しました。

■人件費を削減
　組織の枠にとらわれない弾力的な組織運営により、職員
数を減らし人件費を削減しました。平成21年４月１日で
は、平成20年４月１日と比較して15人を減員しました。

■市民の声を市政に反映
　「市長と語る対話集会」や「市長のさわやか訪問」を実
施し、市長自らが出向き、市民の皆さんの生の声を直接
お聞きしています。

■市民公益活動を促進・支援
　市民の皆さんの公益活動を促進・支援するための実施計
画を平成21年２月に策定しました。

■ささえあいミーティングを開催
　幅広い分野で活躍する地域の方々に参加いただき、地域
に合った支え合いの仕組みを考える「ささえあいミー
ティング」を全公民館で複数回開催しました。

■観光バリアフリーマップ「行田たびくる」を発行
　障害者をはじめ、誰もが市内を観光しやすい情報をイラス
トで示したバリアフリーマップを、行田市障害者小規模施
設連絡会と協働して平成21年３月に作成しました。

もっともっと元気な行田を創ります
■「彩の国　食と農林業ドリームフェスタ」「行田市Ｂ級
グルメ大会（北関東大会）」「行田市農業祭」を同時開催

　３つのイベントを平成
20年11月１日・２
日に古代蓮の里で同時
開催し、２日間で延べ
54,000人の来場者
でにぎわいました。

■商工業振興条例を制定
　商工業の振興に向けた基本方針や市・事業者・経済団体
の役割などを規定した行田市商工業振興条例を制定し、
平成20年７月１日から施行しています。

■元気な商店街活性化事業を実施
　市内の空き店舗を利用して、新規に事業を開始する事業
者に対し、店舗家賃や改装費用などの一部を助成する
「起業家支援助成事業」や「商店街地域資源活用事業」
を実施しました。

■緊急経済対策を実施
　市長を本部長とする緊急経済対策本部を平成21年１月
に設置し、地域経済の活性化や中小企業の経営安定化、
市民生活の安心を柱とする緊急経済対策を実施していま
す。



■2009.5.1  ■行田市役所／TEL556-1111

3

新しい行田を創ります
■田んぼアート米づくり体験事業を実施
　古代蓮の里東側の水田

約２,000㎡をキャン
バスに見立て、古代米
や彩のかがやきなど、
数種類の稲を植えて
「行田ハス」の絵を描
いた田んぼアートを実
施しました。

■地産地消を推進
　学校給食に行田産農産物を積極的に使用し、米飯は行田

産米「彩のかがやき」を１００％使用しています。この
ほか、行田在来青大豆を使って、行田産ブランドの開発
に取り組んでいます。

■多目的グラウンドを整備　
　スポーツなどさまざまな用途で利用できる多目的グラウ

ンドとして、総合公園西側に多目的広場、下須戸地区に
運動場を整備しました。

安心・安全な行田を創ります
■子ども医療費の支給対象を拡大
　平成20年４月から、通院に要する医療費の支給対象年

齢を「小学校就学前まで」から「中学校就学前まで」に
拡大しました。

■自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を設置
　市立保育園、公設の学童保育室、つどいの広場みなみか

わら、児童センターおよび古代蓮会館の18カ所に新た
にＡＥＤを設置しました。

■トータルサポート推進事業をスタート
　その人の状況や特性に応じた総合相談と福祉サービスを

提供する「ふくし総合窓口」を開設しました。また、包
括的虐待防止事業の充実や、「福祉のまちづくりシンポ
ジウム」を開催しました。

■１１９番緊急通報　位置情報通知システムを導入
　携帯電話やＩＰ電話などから

の１１９番通報の際に、音声
通話と併せて通報者の発信位
置を表示できる「位置情報通
知システム」を平成21年３
月に導入しました。

未来の行田を担う子どもを育てます
■地域で子育て学校応援団（元気な学校をつくる地域連携
推進事業）

　学校での学習活動や安心・安全の確保など、保護者や地
域住民の皆さんがボラン
ティアとして協力・支援
を行う「学校応援団」の
活動を支援しています。
平成20年度は新たに６
つの小学校で組織化され
ました。

■寺子屋事業（未来の行田を担う子ども育成事業）
　地域の良さや日本の伝統・文化について、高齢者など地

域の人材を活用した特色ある教育活動が全小・中学校で
実施されています。

■森づくり環境再生事業を実施
　森づくりを通して、緑と触れ合いながら将来を担う子ど

もたちの健やかな成長を見守ろうと、総合公園西側で
「いのちを守る森づくり」親子植樹祭を平成20年７月
に行いました。

■少人数学級編制を拡大
　小学１・２年生、中学校全学年で実施している少人数学

級編制について、平成20年４月から、対象を小学３年
生まで拡大しました。

資源を活用した行田を創ります
■足袋蔵再生を支援
　埼玉りそな銀行行田支店北側の栗

くりだいぐら

代蔵が、ＮＰＯ法人
ぎょうだ足袋蔵ネットワークによって「足袋蔵まちづく
りミュージアム」に生まれ変わりました。訪れた方々の
交流の拠点となることが期待され、その運営経費の一部
を助成しています。

■利根川を遡上するサケの保護を充実（４年後の遡上を
願って）

　利根川に遡上してくるサケの保護活動を独立行政法人水

資源機構と一緒に取り組んでいます。平成20年11月に
開催されたサケ遡上・採卵観察会では、たくさんの来場
者の前で採卵と人工授
精が行われました。この
受精卵は荒木小学校の全
児童が大切に育て、平成
21年２月に生まれ故郷
の利根川へ放流しまし
た。

　市長マニフェストの取り組みは、定期的にお知らせします。また、取り組みの詳細は、今後、市ホームページに掲載しま
すのでご覧ください。

▶問い合わせ　企画政策課政策担当（内線308）
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平成21年度の行田市生活道路等
整備事業評価が閲覧できます

　市民の皆さんから寄せられた道路などの整備にかかる
種々の要望の事業化にあたり、より公平性・透明性を確
保し、かつ効率的な事業執行が図れるよう、行田市生活
道路等整備事業評価システムを導入しています。
　事業評価の結果について、次の場所で閲覧できます。

▶閲覧場所および内容
①道路治水課
　生活道路や生活排水路の整備要望に関する事業評価
②農政課
　農道や農業用用排水路の整備要望に関する事業評価

▶問い合わせ
①道路新設改良については道路建設担当（内線346・

347・348）、道路維持修繕については維持補修担
当（内線343・344）、生活排水路整備については
治水担当（内線345）

②農道や農業用用排水路整備については耕地担当（内
線388）

人権擁護委員を委嘱しました
　私たちの基本的人権の擁護、自由人権思想の普及な
どのために活動している人権擁護委員の永平宏道氏
（城西）が平成21年３月31日をもって任期満了とな
りました。
　永平宏道氏の後任には山野達雄氏（忍）が新たに委
嘱されました。人権擁護委員の任期は３年で、４月１
日付けで、法務大臣から委嘱を受けました。

行田市人権施策推進審議会の委員を
募集します

　人権啓発および人権教育に関する施策の推進につい
て、幅広いご意見を反映するため、委員を募集します。

▶応募資格　満20歳以上の市内在住・在勤・在学の方
で、平日昼間に行う審議会（年２～３回開
催）に出席できる方。ただし、次に掲げる
方を除きます。

　　　　　　⑴応募日現在、すでに本市の審議会などの
　委員の職にある方

　　　　　　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　３人
▶任　　期　２年間
▶応募方法　「人権についての私の考え」をテーマにし

たレポートを600字程度にまとめて、住
所・氏名・連絡先を記入した書類（様式自
由）を持参または郵送してください。

　　　　　  【郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5
行田市人権推進課

▶締め切り　６月１日(月)必着
▶選考方法　書類選考のうえ決定し、応募者全員に結果を
　　　　　　お知らせします。
▶問い合わせ　人権推進課（内線221）

山野　達雄 氏

▶問い合わせ　人権推進課（内線221）

合同人権相談
　6月1日は人権擁護委員法が施行された日です。熊谷
人権擁護委員協議会行田部会では、基本的人権を擁護
し、人権侵犯などのない明るい社会を築くため、合同
人権相談を開設します。
　家庭内のいざこざ・相続・借地・借家・差別・こど
ものいじめ・虐待・その他日常生活でお悩みの方は、
気軽にご相談ください。
　なお、相談は無料で、秘密は守られます。

▶日　　時　6月3日（水）午前10時～午後3時
▶場　　所　忍・行田公民館ホール
▶相談を受ける機関　熊谷人権擁護委員協議会行田部会
▶そ の 他　定期相談は、毎月第2水曜日（午後1時30

分～3時30分）に忍・行田公民館学習室
で実施しています。

　　　　　　　行田市の人権擁護委員　　 (敬称略)

▶問い合わせ　人権推進課（内線221）

氏　名 住　所 電話番号

松　村　幸　夫 関　　　根 5 5 9 － 3 0 1 0

横　田　夏　代 長　　　野 5 5 6 － 7 4 0 3

細　村　圭　右 天　　　満 5 5 6 － 3 4 6 3

小　林　美恵子 斎　　　条 5 5 7 － 1 9 6 3

江　森　博　美 南　河　原 5 5 7 － 1 2 9 3

井　達　剛　男 中　江　袋 5 5 7 － 0 2 5 3

荒　木　みどり 持　　　田 5 5 3 － 0 8 3 4

山　野　達　雄 忍 5 5 6 － 0 4 7 3
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行田市愛犬条例が施行されました
　４月１日から施行された行田市愛犬条例は、飼い主
が愛情と責任を持って飼い犬を育てるとともに、適切
にしつけを行うことで、市民の皆さんの快適な生活環
境を確保することを目的としています。
　皆さんがお互いに不快な思いをしないよう飼い主の
方は心掛けてください。

○犬の散歩にはフンの処理用具を携帯し、ふんは持ち
帰って適切に処理しましょう。

○犬を飼ったら、適切なしつけを行い、最後まで愛情
をもって飼いましょう。

○飼い犬に子犬が生まれても、飼うことができないと
思われるときは、避妊などの適切な処置をしましょ
う。

▶問い合わせ　保健センター ☎553―0053

路上喫煙及びポイ捨ての防止に関する
条例が施行されました

　４月１日から市内全域で、たばこの吸い殻や空き缶な
どのポイ捨てが条例で禁止されました。また、公共の場
所における路上喫煙もしないよう規定されました。

条例の内容
【禁止行為】市内全域における「ポイ捨て」の禁止
　・たばこの吸い殻や空き缶などを捨ててはいけません。
【努力義務】公共の場所における路上喫煙の制限
　・公共の場所における路上喫煙はやめましょう。
▶問い合わせ　環境課環境業務担当 ☎556―9530

　市では、建築物の耐震化を促進するため、行田
市建築物耐震改修促進計画を策定しました。この
計画では、平成27年度までに住宅の耐震化率を
90％、市有建築物（３階建て以上かつ１,000㎡
以上）の耐震化率を１００％にすることを目標に
しています。
　大地震は、いつどこで発生してもおかしくない
状況にあります。大地震から身を守るためには、
住宅の耐震化を行う必要があります。まずは、お
住まいの木造住宅の耐震性の有無を確認しましょ
う。市では、木造住宅無料簡易耐震診断を実施し
ていますので、ぜひご利用ください。
　今後、市ではこの計画に基づき、次の事業を実
施します。

○住宅について
・木造住宅無料簡易耐震診断の実施
・地震に対する安全性の向上に関する啓発、知識
　の普及
・通学路沿道のブロック塀などの安全点検　

○市有建築物について
・防災上重要な機能を担う建築物などの耐震診断、
　耐震改修

※計画の詳細は、市ホームページ、開発指導課お
　よび市政情報コーナーで閲覧できます。

▶問い合わせ　開発指導課建築指導担当（内線364）

行田市建築物耐震改修促進計画を
策定しました

　市では、行田市障
害者小規模施設連絡
会と協働で観光バリ
アフリーマップ「行
田たびくる」を製作
し、配布を開始しま
した。
　このマップは、昨
年10月にバリアフ
リーウオッチングを開催した連絡会から市に対して、その成
果を基に、障害者をはじめ、誰もが楽しく安全に市内を散策
するための観光マップの製作を提案いただいたものです。市
では現在、地域で支え合うまちづくりの推進のため、市民参
加や協働を基本とする地域福祉計画を策定中で、このマップ
づくりを計画策定のための協働モデル事業に位置づけ、連絡
会と協力して製作しました。
　マップはＡ５版20ページで、市内の４つの観光エリアと
９つの観光スポット、バリアフリーウオッチングで調査した
４つの散策プランが掲載されています。各観光スポットには、
オリジナルのアイコンを使って、トイレの状況や授乳室の有
無、貸し出し用の車いすの台数などが表記されています。
　このマップは、市役所福祉課、商工観光課などで配布して
います。安心・安全な行田散策のお供に、観光バリアフリー
マップをご利用ください。

▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線266）

安心・安全な行田散策のお供に安心・安全な行田散策のお供に

観光バリアフリーマップが完成観光バリアフリーマップが完成観光バリアフリーマップが完成



6

市税の納付は納期内に市税の納付は納期内に

市・県民税
第１期 第２期 第３期 第４期

6月30日 8月31日 11月2日 12月25日

固定資産税
第１期 第２期 第３期 第４期

6月1日 7月31日 9月30日 11月30日

軽自動車税
全　期

6月1日

国民健康保険税

第１期 第２期 第３期 第４期

7月31日 8月31日 9月30日 11月2日

第５期 第６期 第７期 第８期

11月30日 12月25日 2月1日 3月1日

第９期

3月31日

　市税は納期内に納めていただくことが原則です。地方税法では、督促状発送日から起算して10日を経過
した日までに納付がない場合、財産を差押えしなければならないとされています。市では、納期内に納税さ
れている多くの方との公正・公平性を確保するため、督促状送付後、何度か催告を行ったうえで、法律に基
づく差押えなどの滞納処分を実施しています。督促状や催告書を発送するには、印刷費や郵送料など本来不
必要な経費がかかります。さらに、その後の滞納整理手続きにも多大な経費を要します。これらの経費も、
本来皆さんの福祉・教育・土木事業などに使うべき税金から支出しています。
　また、市税を納期限後に納付する場合、延滞金（※）がかかる場合があります。延滞金は、納期内に納付
すればかかることのない余計な出費となりますので、市税は納期内に納めましょう。

※延滞金の率は、法律により年14.6％です。
　（ただし、納期限の翌日から一月を経過するまでの期間は年4.5％）

平成21年度 市税納期限一覧

　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行って
います。市民税や固定資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した市政の推進に欠か
すことのできない重要な財源です。納め忘れのないよう早めの納付を心がけましょう。

　納付を忘れてしまうと…

　税金の督促状が届き、初めて納めていないことに気付いたことはありませんか。「うっかり」ということ
もあるでしょう。それを防ぐのが口座振替です。一度手続きをしていただければ、市税の納期限日に指定し
た口座から自動的に税金が引き落とされますので、納付のために金融機関や市役所に出かける必要がありま
せん。市税の納付は、確実・便利な口座振替をご利用ください。

【口座振替の申し込み方法】
　市内すべての金融機関で申し込みできます。預金通帳と通帳印を持参し、各金融機関窓口または市役所税
務課窓口で手続きをしてください。不明な点は税務課収納担当まで問い合わせください。

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）

　市税の納付は口座振替で
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　市税の自主納付の促進と実効ある滞納整理を行うため、滞納処分を強力に推進します。再三にわたる
文書の送付や訪問による納付のお願いにもかかわらず滞納したままでいると、資産や収入の調査を行
い、強制的に不動産（土地・建物）、預貯金、給与、生命保険、動産などを差し押さえて、滞納税に充
当することになります。

○納税が困難な場合は、まずは相談を
　失業、事業不振、病気などのさまざまな理由に
よって納付することが困難な方もいます。このよう
な方に対しては納税を強制することはありません。
納付できないからといってそのまま放置せずに、相
談していただくことが何より大事です。納付方法な
どを担当者と一緒に考えていきましょう。

○行田市の差押え
差押えは、不動産ばかりではありません。給与の

差押えでは、事前に勤務している事業所に調査を行
い、差し押さえた給与の中から、法律に基づき一定
の額を給与支払者から徴収します。

また自動車・バイクの差押えでは、タイヤがロッ
クされ使用することができなくなり、それでも納付
がない場合は、公売して売却代金を滞納税に充当し
ます。

○差押え実績など　　　　　　　　　　   単位：件

※捜索とは、滞納者の住居などで財産を発見するために行
　う強制調査です

○滞納に関するよくある相談事例
＜事例①＞

　現在数十万円の滞納があり、市から差押えの予告
が届きました。今からでもどうにかして納付したい
のですが、一度には払えません。どうしたらよいの
でしょうか。

＜回答＞
　差押え予告が届くまでの間、市では、督促状や催
告書の送付はもちろん、戸別訪問や夜間・日曜開庁
など納税や相談する機会を設けてきました。問題は
それらの機会を逸して、税金の納付を滞らせてし
まったことです。今まで決められたとおり納付して
おけば、月々の支払いも少なかったはずです。滞納
してしまうと一度に支払うことは困難となるため、
すぐに税務課までご連絡ください。納付の方法につ
いて相談させていただきます。

＜事例②＞
　市から通知が届き、市税の滞納で預貯金が差押え
となりました。いきなりのことで大変困っていま
す。これからどう対処すればいいのでしょうか。

＜回答＞
　市では法律に基づき、金融機関などの調査をする
ことができます。
　いきなりのことではなく市は何度も督促・催告な
どをしており、再三の催告にも連絡がいただけな
かった結果が、差押えとなります。
　預貯金口座が差し押さえられた場合は、預貯金を
自由に引き出すことができないうえ、市が金融機関
から直接預貯金を徴収して滞納税に充当することに
なります。また、口座が凍結されるため他の取引も
できません。さらに金融機関からの信用も失うこと
にもなります。納税相談を利用し、早期の完納をお
願いします。

対　　　　　　象 平成19年度 平成20年度

電　　　話 85 1

不　動　産
固 定 資 産 186 80

自　動　車 32 3

給　　　与 0 1

年　　　金 0 1

生 命 保 険 0 1

動　産（捜索による差押え含む） 35 6

債　　　権
預　貯　金 331 652

所得税還付金 138 117

捜　　　索 7 1

　  ＜納税相談＞
　  事情により納付が困難な場合、そのまま放置せずに税務課収納担当まで連絡ください。
　【夜間納税・相談窓口】　毎週火曜日 午後7時まで（祝日を除く）
　【日曜納税・相談窓口】　毎週日曜日 午前8時30分～正午

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）
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本
市
で
は
、
今
年
す
で
に
８
件
の
火
災
が
発
生
し
、

５
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
死
傷

者
の
発
生
す
る
建
物
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
全
員
で
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
と

と
も
に
、
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
も
う
一
度
火
の
元
な

ど
を
確
か
め
、
大
切
な
「
生
命
」
「
財
産
」
を
火
災
か

ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
い
ち
早
く
火
災
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
大
事
な
家
族
を
守
る
た
め

早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
☎
５
５
６
ー
３
０
０
５

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
酒
類
小
売
販
売
場
（
ス
ー

パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
小
売
酒
販
店
な

ど
）
で
買
い
物
な
ど
を
す
る
機
会
を
利
用
し
て
、
未
成

年
者
の
飲
酒
防
止
に
関
す
る
表
示
な
ど
を
確
認
し
、
税

務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
や
募
集
期
間
、
委
嘱
期
間
な
ど
詳
し
く
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
谷
税

務
署
酒
類
指
導
官
部
門
☎

５
２
１―

２
９
０
５
（
音
声

案
内
）

　 　
　
　
　

  

死
傷
者
の
発
生
す
る
建
物

　
　
　
　

  

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

注
意

　

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　市では、定額給付金の申請手続
きを済ませた方に対し、順次振り
込みを行っています。
　行田市商店会連合会は、この定
額給付金による消費の促進と拡大
を図るため、地域経済の活性化の
起爆剤として、市内で買い物をし
た市民の皆さんに対し豪華賞品が
当たるキャンペーンを実施します。
　このチャンスに、ぜひ市内で積
極的に買い物をしましょう。

▶応 募 資 格　市内在住の方
▶応 募 方 法　市内の商店で買い物をし、１万円以上になったら所定の応募用紙にレシートを貼って、応募

箱に投かんしてください。
▶応募箱の設置　市役所本庁舎、南河原支所、商工センター、みらい、各地域公民館
▶受 付 期 間　5月1日(金)～7月10日(金)
▶有効レシートなど　5月1日(金)から7月10日(金)までに買ったことがわかるもの。ただし、工事費や建設費、医

療費などに支払った領収書は対象外。
▶主　　　催　行田市商店会連合会
▶後援・協力　行田市、行田市自治会連合会、行田商工会議所、南河原商工会、行田商店協同組合
▶そ　の　他　１万円以上の買い物（複数枚のレシートなどの合計でも可）で１回の応募とします。
　　　　　　　詳細は、キャンペーン応募用紙をご覧ください。
▶問い合わせ　行田市商店会連合会（商工センター3階）☎556－8003

浮き城のまち行田　ドラマチック賞………………… ３０本
（地デジ対応32型液晶テレビ）
※テレビは配送のみ行います。

埼玉県名発祥の地行田　ファンタスティック賞…… ２０本
（行田商店共通商品券２0,000円分）

古代蓮の咲くまち行田　ロマンチック賞   ………… ５０本
（行田商店共通商品券１0,000円分）
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「第４回浮き城のまち景観賞」受賞作品が決まりました
　周辺の景観と調和し、造形的にも優れた建築物などを表彰する「第4回浮き城のまち景観賞」の表彰式が、3月
27日に市役所で開催されました。
　当日は、審査委員会（増渕委員長：ものつくり大学教授）委員出席のもと、羽鳥副市長から各受賞者へ表彰状と
記念品が授与されました。受賞作品は次の2作品です。（敬称略）

　なお、審査委員会の開催結果などについては、市ホームページおよび市役所１階の市政情報コーナーで公開して
います。
▶問い合わせ　まちづくり推進課計画担当（内線355・359）

忍1−4−6

小川　光一

朽木　　宏

白井　裕泰（改修監理者）

行田4−2

株式会社武蔵野銀行

株式会社小川建設

所在地

所有者

設計者

施工者

作品名

受賞作品

忠次郎蔵
（旧小川忠次郎商店）

武蔵野銀行　行田支店
（旧忍貯蓄銀行）

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き

し
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
る
行

政
相
談
委
員
と
し
て
、
平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
で
大
沼
榮
蔵
氏
、
西
山
カ
ツ

枝
氏
、
柴
田
美
智
代
氏
が
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
行
政
相
談
を
毎
月
第

１
・
第
３
月
曜
日
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
30
分
ま
で
、
産
業
文
化
会

館
２
階
会
議
室
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
生
活
担
当
（
内
線
２
５
２
）

大沼　榮蔵 氏
（谷郷）

柴田美智代 氏
（堤根）

　施設の老朽化に伴い、コミュニティ
センターみずしろの改修工事を実施
します。
　これにより、次の期間は３階の児
童センターを除き、利用が出来なく
なりますのでご注意ください。

▶工事期間　８月１日 ( 土 ) ～ 10
月 31 日（土）

▶お願い　ロッカー室にある物品は、
工事前までにお持ち帰りください。

▶その他　11 月 1 日（日）以降の
施設の利用予約・申請は、８月１
日から同センター 101 会議室で
行います。入室は建物西側からと
なります。（同センター☎ 554 －
6797）

▶問い合わせ　生活課市民生活担当
（内線 251・252）

コミュニティセンター
みずしろの改修工事
を実施します

西山カツ枝 氏
（長野）



10

●
異
動　

平
成
21
年
４
月
１
日
付

【
部
長
・
参
事
・
技
監
】
▼
消
防
長　

江
森
保

（
総
務
部
長
）
▼
会
計
管
理
者　

棚
澤
栄
（
環

境
経
済
部
長
兼
㈶
行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共

済
会
事
務
局
長
）
▼

（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
常
務
理
事　

田
口
隆
一
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
都
市
整
備
部
長　

橋
本
好
司
（
技
監
（
建
設

担
当
）
兼
建
設
部
建
築
課
長
事
務
取
扱
）
▼
彩

北
広
域
清
掃
組
合
事
務
局
長　

内
田
勉
（
都

市
整
備
部
長
）
▼
㈶
行
田
市
産
業･

文
化･
ス
ポ

ー
ツ
い
き
い
き
財
団
事
務
局
長
兼
本
部
総
務･

人
事
担
当
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
ス
ポ
ー
ツ
事

業
部
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

新
井
祥
夫
（
参
事

（
総
務
担
当
）
兼
総
務
部
契
約
検
査
課
長
事
務

取
扱
）
▼
総
務
部
長　

棚
澤
惠
（
総
合
政
策
部

次
長
兼
企
画
政
策
課
長
）
▼
技
監
（
契
約
事

務
・
工
事
検
査
担
当
）
岡
部
紀
之
（
都
市
整
備

部
次
長
兼
開
発
指
導
課
長
）
▼
議
会
事
務
局
長

土
橋
義
男
（
議
会
事
務
局
次
長
）
▼
環
境
経
済

部
長
兼
㈶
行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事

務
局
長　

宮
﨑
薫
（

（教）
学
校
教
育
部
次
長
兼
教

育
総
務
課
長
）
▼
危
機
管
理
監
兼
防
災
安
全
課

長
事
務
取
扱　

山
村
英
裕
（
危
機
管
理
監
兼
市

民
生
活
部
次
長
兼
防
災
安
全
課
長
）　

【
部
次
長
】
▼

（福）
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長　

石
川
法
男
（
健
康
福
祉
部
次
長
兼
福
祉

課
長
）
▼
建
設
部
次
長
兼
管
理
課
長　

小
河
原

達
矢
（

（教）
生
涯
学
習
部
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）

▼
副
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

木
村
清
治

（
会
計
課
長
）
▼
健
康
福
祉
部
次
長
兼
福
祉
課

長　

猪
野
塚
敏
和
（
総
務
部
税
務
課
長
）
▼
健

康
福
祉
部
次
長
兼
子
育
て
支
援
課
長　

安
部
節

子
（

（教）
生
涯
学
習
部
図
書
館
長
兼
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
館
長
）
▼
建
設
部
次
長
兼
用
地
課
長

兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長　

河
野
恭
男
（
建

設
部
用
地
課
長
兼
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
）

▼
総
合
政
策
部
次
長
兼
企
画
政
策
課
長　

高
橋

秀
男
（
総
務
部
人
権
推
進
課
長
）
▼
環
境
経
済

部
次
長
兼
環
境
課
長　

小
林
茂
（
環
境
経
済
部

環
境
課
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
総
務
部

次
長
兼
税
務
課
長　

小
川
栄
一
（
総
合
政
策
部

秘
書
課
長
）
▼
消
防
本
部
次
長　

山
崎
勲
（
消

防
本
部
総
務
課
長
）
▼

（教）
学
校
教
育
部
次
長
兼

学
校
教
育
課
長　

関
根
勇
（
新
規
採
用
（
太
田

西
小
）
）

【
課
長
・
副
参
事
】
▼

（教）
学
校
教
育
部
副
参
事
兼

学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
事
務

長
事
務
取
扱　

栗
原
栄
（
健
康
福
祉
部
老
人
ホ

ー
ム
大
寿
荘
園
長
兼
事
務
長
事
務
取
扱
）
▼
議

会
事
務
局
次
長　

長
谷
川
清
（
健
康
福
祉
部
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
環
境
経
済
部
農
政
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

藤
間
英
夫
（
環
境

経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
行
田
市
勤
労
会
館
長

兼
㈶
行
田
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済
会
事
務
局

次
長
）
▼

（教）
生
涯
学
習
部
ひ
と
つ
く
り
支
援
課

長　

風
間
祥
一
（
市
民
生
活
部
生
活
課
長
）
▼

市
民
生
活
部
市
民
課
長　

柿
沼
肇
（

（教）
学
校
教

育
部
副
参
事
兼
学
校
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
兼
事
務
長
事
務
取
扱
）
▼

（教）
生
涯
学
習

部
図
書
館
長
兼
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
館
長　

平
井
守
正
（
市
民
生
活
部
南
河
原
支
所
長
）
▼

健
康
福
祉
部
副
参
事
（
保
育
園
担
当
）
兼
持
田

保
育
園
長　

吉
田
昌
義
（
㈶
行
田
市
産
業･

文

化･

ス
ポ
ー
ツ
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き
い
き
財
団
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部
企
画･

管
理

担
当
総
括
マ
ネ
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ー
兼
古
代
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事
業

部
総
括
マ
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ジ
ャ
ー
）
▼
都
市
整
備
部
開
発

指
導
課
長　

小
林
敏
信
（
建
設
部
管
理
課
長
）

▼
（教）
学
校
教
育
部
教
育
総
務
課
長  

門
井
輝
秋

（
㈶
行
田
市
産
業･

文
化･

ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き

財
団
本
部
総
務･

人
事
担
当
総
括
マ
ネ
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ジ
ャ
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兼
ス
ポ
ー
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事
業
部
総
括
マ
ネ
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ジ
ャ
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）

▼
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課
長　

小
巻
政
史

（
総
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政
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部
副
参
事
（
世
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遺
産
担
当
）
）

▼
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部
建
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総
務
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）
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部
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務
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㈶
行
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貞

雄
（
環
境
経
済
部
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
▼
健
康
福
祉
部
老
人
ホ
ー
ム
大
寿
荘

園
長
兼
事
務
長
事
務
取
扱　

鈴
木
宏
幸
（

（福）
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
▼
総
務
部

人
権
推
進
課
長　

柴
﨑
一
彦
（
環
境
経
済
部
商

工
観
光
課
主
幹
）
▼
健
康
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ

ー
所
長　

河
野
利
和
（
市
民
生
活
部
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災
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）
▼
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ー
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課
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）
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挙
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理
委
員
会

書
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長　

藤
井
宏
美
（
総
務
部
総
務
課
主
幹
兼

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
次
長
）
▼
総
務
部
副
参

事
（
収
納
担
当
）
大
島
秀
介
（
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
）
▼
市
民
生
活
部
生
活
課
長　

新
井

隆
治
（
市
民
生
活
部
生
活
課
主
幹
）
▼
建
設
部

副
参
事
（
管
理
担
当
）
小
池
博
士
（
建
設
部
管

理
課
主
幹
）
▼
環
境
経
済
部
副
参
事
（
環
境
担

当
）
竹
井
英
修
（
環
境
経
済
部
環
境
課
主
幹
）

▼
総
務
部
契
約
検
査
課
長　

小
林
乙
三
（
総
務

部
契
約
検
査
課
主
幹
）
▼
環
境
経
済
部
副
参
事

（
観
光
振
興
担
当
）
鵜
木
幹
之
（
都
市
整
備
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
幹
）
▼
総
務
部
副
参
事

（
工
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検
査
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当
）
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原
功
（
都
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備
部
水
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健
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健
セ
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当
）
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健
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ー
主
幹
）
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計
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春　
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兼
ひ
と
つ

く
り
支
援
課
長　

今
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正　
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都
市
整
備
部
次
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永
沼
隆　
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健
康
福
祉
部
次
長
兼
子
育
て

支
援
課
長　

田
沼
紀
子　

▼
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北
広
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合
事
務
局
長　

黒
田
和
男　

▼
（教）
学
校
教
育
部

学
校
教
育
課
長　

柳
原
功

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
人
事
給
与
担
当
（
内
線

２
０
８
）

　

人 

事 

異 

動    

（
課
長
級
以
上
の
職
員
）
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コース 期　日 定員 受講料 テキスト代

パソコン入門コース
(Windows Vista)

  5月25日（月）
 ・26日（火）

各8人

（先着順）

6,000円
（会員は4,000円） 530円

インターネット・
E メール入門コース

  6月1日（月）
 ・2日（火）

6,000円
（会員は4,000円） 530円

ワード 2007
基礎コース

  6月10日（水）
  〜12日（金）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

ワード 2007
応用コース

  6月17日（水）
 ・18日（木）

9,000円
（会員は6,000円） 525円

エクセル 2007
基礎コース

  6月22日（月）
  〜24日（水）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

エクセル 2007
応用コース

  6月25日（木）
 ・26日（金）

9,000円
（会員は6,000円） 525円

ゆっくりパソコン
コース

  6月29日（月）
 ・30日（火）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

集客アップ  ブログで
コミュニケーション

  7月1日（水）
 ・2日（木）

9,000円
（会員は6,000円） 530円

パワーポイントの
使い方

  7月15日（水）
 ・16日（木）

9,000円
（会員は6,000円） 580円

「ぷらすくん」
利用講習会   7月6日（月） 無料 無料
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　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見でき
る「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行田
のおいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500 mlペット
ボトル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会館
の入館券（各2枚）をセットにして5人にプレゼントし
ます。クイズに答えてあなたも行田ものしり博士になり
ましょう。

問１　毎年5月4日、さきたま古墳公園で開催されるさ
きたま火祭り。主役はニニギノミコトともう一人は誰
でしょう？

　Ⓐイワナガヒメ  Ⓑコノハナサクヤヒメ  Ⓒアンミツヒメ

問２　昭和43年に出土し国宝となっている金錯銘鉄剣
が出土した古墳はどこでしょう？

　Ⓐ稲荷山古墳　　Ⓑ二子山古墳　　Ⓒ将軍山古墳

問３　さきたま古墳公園内にあり、関東最大の円墳とい
われる丸墓山古墳。南側からてっぺんに上る階段の数
はいくつでしょう？

　Ⓐ60段　　Ⓑ85段　　Ⓒ98段

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を
明記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田も
のしり博士クイズ5月号」係。

 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　5月29日（金）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当

選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただき
ます。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付しま
す。なお、正解は市報ぎょうだ7月号で発表します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

行田商工会議所パソコンセミナー

※会員とは行田商工会議所会員を示します

▶場　　所　行田商工会議所会議室（商工センター内）
▶時　　間　午前9時～正午  ※「ぷらすくん」利用講習会は午

前10時～11時30分
▶申し込み　電話またはFAXで行田商工会議所。FAXの場合
　は、住所・氏名・電話番号を明記。
▶問い合わせ　行田商工会議所総務課☎556－4111  FAX 55
　6－0059　ホームページhttp://www.gyoda-cci.or.jp/

エコライフDAY2008冬の
結果をお知らせします

　市では昨年12月6日から14日に市内の小・中学生とその家
族に協力していただき、エコライフDAYを実施しました。
　エコライフDAYとは、環境と地球温暖化防止を考えたエコな
一日を送り、チェックシートに記入することで、温室効果ガスで
ある二酸化炭素の削減量が把握できるという取り組みです。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素の量は
8,803,723gとなりました。これは3,827ℓのガソリンを燃
焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

エコライフDAY2008冬　集計結果

参加区分 参加数
（人）

二酸化炭素
削減量
（g）

1人あたり
の削減量

(g)

小学校低学年
(1 年～ 3 年 )

児童 1,580 305,391 193

家族、教職員 2,423 2,749,519 1,135

小学校高学年
(4 年～ 6 年 )

児童 1,601 1,047,195 654

家族、教職員 2,631 2,992,643 1,137

中学校
生徒 1,133 606,454 535

家族、教職員 914 862,086 943

市役所 市職員 279 240,435 862

合　計 10,561 8,803,723 834

▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎556－9530

化学物質を取り扱う事業者の皆さんへ
化学物質届出制度が改正されました

　10月1日から新制度が施行されるＰＲＴＲ法・埼玉県
条例による化学物質届出制度の主な改正点は、①対象業
種に医療業(病院、滅菌業など)の追加および、②対象物
質の変更です。それに伴い制度改正説明会を行います。

▶日時　５月26日（火）午後２時
▶場所　深谷市産業会館（深谷市仲町20ー1）
▶申し込み・問い合わせ　埼玉県青空再生課
　☎048―830―2986
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　市では現在、河川の水質向上のため、合併処理浄化槽
を設置する方に補助金を交付していますが、補助金申請
にあたっては次の点にご注意ください。

▶対象条件　補助金申請時に浄化槽設置工事に着手して
いないもの。

▶補助金額  　

合併処理浄化槽の設置に伴う
補助金申請の注意点

人槽区分 交　付　金　額

5 人槽 120,000円(既存単独処理浄化槽またはくみ取り便所
からの転換を伴う場合は、332,000円)

７人槽 120,000円(既存単独処理浄化槽またはくみ取り便所
からの転換を伴う場合は、414,000円)

10 人槽 120,000円(既存単独処理浄化槽またはくみ取り便所
からの転換を伴う場合は、548,000円)

　家庭で使用済みになった食用油は、５月１日（金）か
ら資源としてリサイクルします。

▶回収日時　月～金曜日の午前９時～午後４時30分
　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
▶回収場所　環境課（緑町13―12）
　　　　　　粗大ごみ処理場（小針800）
▶回収する油　家庭から出される使用済食用油（植物性）

（未使用品も可）※植物性以外の油（動物
性油、機械油など）は回収しません

▶回収方法　ペットボトルなどの容器に入れ、必ずふた
をして回収場所へお持ちください。

　　　　　　※地区の集積場所には出さないでください
▶問い合わせ　環境課環境業務担当 ☎556―9530また
　　　　　　は粗大ごみ処理場☎559―0278

使用済みの食用油を回収します

▶締め切り　補助金事業は、国・県の補助を受けて実施
しているため、補助基数に制限があります
ので、予定基数に達した時点で受付を締め
切ります。また、予定基数に達しない場合
であっても国・県の事務処理上、11月ご
ろに平成21年度補助金申請を締め切る予
定です。

合併浄化槽を設置した後は･･･
　保守点検や清掃、浄化槽の機能診断である法定検査を
受ける義務があります。法定検査には使用開始後3カ月
を経過した日から5カ月以内に行う｢７条検査｣、毎年行
う｢11条検査｣があります。浄化槽がきちんと機能して
いるか、確認のためにも受けましょう。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎556－9530

　空き地に生える雑草は放っておくと背丈ほどに成長
し、手がつけられなくなってしまう事があります。また
繁茂した雑草により害虫が発生したり、ごみを不法投棄
されたりするなど、近隣の生活環境を悪化させる原因と
なります。
　空き地の所有者または管理者は、近隣の生活環境を悪
化させないためにも、早めに雑草を刈り取るようお願い
します。

▶問い合わせ　
　環境課環境政策担当 
　☎556―9530

雑草の刈り取りはお早めに

　悲しいとき、寂しいとき、つらいとき、誰かに話を聴
いてもらうことで気持ちが落ち着き楽になった経験はあ
りませんか。コミュニケーションの第一歩として、相手
の「心の想いを聴く」ことを学んでみませんか。

▶日時・場所
　①６月17日（水）午後１時30分～３時  佐間公民館
　②６月18日（木）午後１時30分～３時  星河公民館
▶定　　員　各30人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶申し込み・問い合わせ　５月18日（月）から直接また
　は電話で行田市社会福祉協議会☎557―5400

ボランティア初級講座
「コミュニケーションスキルアップ」

▶日時・場所
　①６月20日（土）午前10時～午後１時  太田公民館
　②６月26日（金）午前10時～午後１時  忍・行田公
　　　　　　　　　民館
　③７月４日（土）午前10時～午後１時  持田公民館
▶内　　容　炊き出しやロープワーク（天候によりトイ
　レの作り方に変更する場合あり）
▶定　　員　各30人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶申し込み・問い合わせ　５月18日（月）から直接また
　は電話で行田市社会福祉協議会☎557―5400

災害ボランティア養成講座



■2009.5.1  ■行田市役所／TEL556-1111

13

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
製
品

な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う
不
用
品

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
い
す　

▽
テ
レ
ビ
台　

▽
山
車　

▽
エ
レ
ク
ト

ー
ン　

▽
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
（
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ラ
ー
モ
ニ
タ
ー

付
）
▽
コ
ー
ル
タ
ー
ル　

▽
花
瓶
（
ガ
ラ
ス
製
）

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
ベ
ビ
ー
カ
ー　

▽

も
ち
つ
き
機　

▽
冷
蔵
庫　

▽
リ
コ
ー
ダ
ー　

▽

プ
リ
ン
タ　

▽
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア　

▽
ハ
ム
ス
タ
ー

飼
育
セ
ッ
ト

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
精
米
機　

▽
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ　

▽
自
転
車
（
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イ
ン
チ
・
26
イ
ン
チ
・
子
供
用
）
▽
自
転
車
補
助

い
す
（
後
ろ
用
） 

▽
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト　

▽
ベ

ビ
ー
カ
ー
（
双
子
用
）
▽
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー

▽
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
（
女
性
用
）
▽
電
子
キ
ー
ボ
ー

ド
（
楽
器
）
▽
バ
イ
ク
（　
　

）
▽
ヘ
ア
ー
ド
ラ

イ
ヤ
ー　

▽
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ　

▽
カ
メ
ラ
（
一
眼

レ
フ
・
フ
ィ
ル
ム
使
用
）
▽
液
晶
テ
レ
ビ　

▽
ト

ラ
ク
タ
ー
（
大
型
乗
用
）
▽
卓
上
ミ
シ
ン　

▽
布

団
干
し
（
折
り
た
た
み
式
）
▽
歩
行
器　

▽
リ
ヤ

カ
ー　

▽
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー　

▽
プ
リ
ン
タ

（
キ
ャ
ノ
ン
製
）

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
５
５

　

６―

９
５
３
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Ｘ
５
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南河原支所南河原支所 南河原学童保育室南河原学童保育室

見沼元圦公園見沼元圦公園

中里農村センター中里農村センター中里農村センター

市役所市役所

つきみちした公園つきみちした公園

市では大気および土壌中のダイオキシン類調査を実施しています。平成20年度の結果は次のとおりです。

「環境大気」
【調査日】［夏季］平成20年8月22日〜29日　
　　　　　［冬季］平成20年12月５日〜12日
　(年平均値)

　※大気環境基準値(年平均0.6ピコグラム)と比較して、調
　　査結果は良好でした。

調　査　地　点 ダイオキシン類濃度
単位　pg-TEQ/㎥

市役所 0.044 ピコグラム

つきみちした公園 0.048 ピコグラム

南河原支所 0.067 ピコグラム

「土壌」
【調査日】平成20年8月25日(南河原学童保育室、
　　　　　見沼元圦公園)　
　　　　　平成20年8月29日(中里農村センター)

　※土壌環境基準(1,000ピコグラム)と比較して、調査結果
　　は良好でした。

調　査　地　点 ダイオキシン類濃度
単位　pg-TEQ/ ｇ

南河原学童保育室 2.6 ピコグラム

見沼元圦公園 12 ピコグラム

中里農村センター 14 ピコグラム

　今回の調査は大気・土壌ともに全測定地点でダ
イオキシン類対策特別措置法の環境基準値を下回
る良好な結果でした。
　今後もダイオキシン防止対策として、建設廃材
などの野焼き防止パトロール、工場・事業所など
の不適切な焼却炉の使用禁止指導、市民に対する

家庭ごみの焼却自粛指導など、ダイオキシン抑制指導を
継続して実施していきます。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎556−9530

平成20年度ダイオキシン類調査個所
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保 健 案 内
保健センター
TEL：553-0053
FAX：555-2551

休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合

わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199

期　日 医療機関名

  5月17日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  5月24日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  5月31日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  6月  7日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  6月14日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　6月12日（金）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　6月12日（金）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　6月12日（金）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　5月21日（木）※時間は申し込みの際にお知らせします。
　対　　象　気分がすぐれない、夜眠れない、不安や心配事
　　　　　　がある、人間関係に悩みがあるという方

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康
乳幼児健診
　対　　象　4カ月児・1歳6カ月児・2歳7カ月児・3歳6

カ月児
　そ の 他　転入されたお子さんで前住所地で受診してい

ない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　5月18日（月）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年2月1日～15日生まれのお子さん
　②受付日時　6月2日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年2月16日～28日生まれのお子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　　月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　①受付日時　5月22日（金）午後1時30分～4時
　②受付日時　6月2日（火）午前9時30分～11時30分
　①②とも対象は小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　6月2日(火）午前10時15分～10時30分
　対　　象　平成20年12月15日～平成21年1月14日
　　　　　　生まれのお子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
　受付日時　5月20日（水）午前10時15分～10時30分
　対　　象　7カ月～11カ月のお子さんがいる方

思春期こころの相談（要申し込み）
　受付日時　6月4日（木）午前9時30分～11時30分
　対　　象　小・中学生、高校生、またはその家族
　そ の 他　心理士、保健師がお受けします。

※いずれも場所は保健センター

北埼玉の地域医療連携をすすめる
ためのシンポジウム
脳卒中医療を中心に

日　　時　5月17日（日）
　　　　　午後１時30分開演　午後４時終演
場　　所　パストラルかぞ（加須市上三俣2255）
内　　容　①大西証史さん（厚生労働省）による基

　調講演「地域医療の課題について」
	 ②北埼玉地域の医療関係者や有識者によ

　るパネルディスカッション
対　　象　県内在住の方
問い合わせ　北埼玉福祉保健総合センター計画推進担当 

☎0480－61－1218

更年期セミナー
～更年期を“幸年期”に変えてみませんか～

日　時 内　　　　　　容

  6月23日（火）
午後2時

～3時30分

 ・池畑信正さん（池畑クリニック院長）による
　 講話「更年期について知ろう」
 ・保健師による更年期度チェック「自分の体・心
　 ・環境を見つめてみましょう」

  7月1日（水）
午前10時

～11時30分

 ・保健師・栄養士による講話「快適な生活を
　 送るためのポイント」
 ・保健師による「実践！リラックス法」

場　　所　保健センター
対　　象　女性（2日間とも受講できる方）
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　健康手帳、筆記用具
申し込み　5月15日(金)から保健センター
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  5月26日㈫　※次回6月23日㈫の予約は   
  6月1日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政   5月18日㈪、6月1日㈪・15日㈪   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   5月17日㈰、6月5日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  5月15日㈮・18日㈪・21日㈭・22日㈮   
 ・25日㈪・28日㈭・29日㈮
  6月1日㈪・4日㈭・5日㈮・8日㈪・11日 
  ㈭・12日㈮・15日㈪　

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  5月21日㈭・28日㈭、6月4日㈭・11日㈭      
  ※市内在住の方を対象に電話相談を毎月第3土曜
  　日に行います。5月16日㈯　

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜3時）

VIVAぎょうだ
☎556-9301

内職 市役所   5月15日㈮・19日㈫・22日㈮・26日㈫ 
  6月2日㈫・5日㈮・9日㈫・12日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   6月3日㈬　   午前10時〜午後3時 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   5月19日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付
水道庁舎（前谷）

  6月7日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付   5月19日㈫・26日㈫ 　
  6月2日㈫・9日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （5月15日〜6月15日）

開館時間
午前9時30分～午後7時
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休　館　日
5月7日（木）・11日（月）・18日（月）・25日（月）、
6月1日（月）・2日（火）・8日（月）・15日（月）

　図書館では、資源の有効活用を図るため、保存期限の過
ぎた古い雑誌を希望者に無償配布します。当日の状況に
よって予定時刻よりも早く終了する場合や冊数制限をさせ
ていただく場合もありますが、ご了承ください。
▶配布日時　５月17日(日) 午前10時～午後5時
▶配布場所　図書館事務室裏

▶日　　時　５月20日(水) 午前10時30分～11時
▶対　　象　２、３歳児とその保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
 
▶日　　時　５月23日(土) 午前11時 
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　　
▶日　　時　６月６日(土) 午後２時 
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おはなしの会
　
▶日　　時　６月13日(土) 午後２時 
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット

※いずれも図書館おはなしのへやで行います 

　4カ月児健診に合わせて保健センターで実施します。 
▶日　　時　５月19日(火)、6月5日(金)午後1時受付開始
▶持 参 品　母子健康手帳

▶日　　時　５月16日(土) 午後2時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　いたずら子ネコ（45分）
▶対　　象　幼児・小学生およびその保護者
▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料 

雑誌リサイクル

おはなし会

子ども映画会

ブックスタート

移動図書館巡回日程

6
月
10
日
（水）

星
宮
小

6
月
9
日
（火）

6
月
5
日
（金）

北
河
原
小

5
月
28
日
（木）

北
小

5
月
27
日
（水）

須
加
小

6
月
4
日
（木）

泉
小

5
月
29
日
（金）

太
田
西
小

5
月
22
日
（金）

埼
玉
小

5
月
21
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

5
月
20
日
（水）

荒
木
小

5
月
15
日
（金）

南
河
原
小

太
田
東
小

※変更となる場合があります。
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NHK公開録画で豪華出演者が勢ぞろい

　４月15日、郷土博物館講座室で行田市民大学開校
式が行われました。
　市民自らが企画・運営をする「市民による手作りの
学校」を目指して開校した行田市民大学。この日は、
内山俊夫会長のあいさつの後、工藤市長が同大学の
学長として受講者にエールを送りました。行田市民大
学では、来年３月まで１年間にわたり郷土の歴史や環
境など、幅広く学ぶ予定です。

行田市民大学が開校

桜咲く古代ロマンあふれるコースを快走

　４月６日、商工センター前で行田市交通安全対策協議
会や行田交通安全協会など関係12団体が参加し、春の
全国交通安全運動出発式が行われました。式では、行田
市交通安全母の会会長の奈良原雅江さんが交通安全宣言
を読み上げ、交通安全を強く願いました。
　その後、「脚下作戦」と題し、交通安全母の会メンバー
が啓発チラシとともにシューズクリーナーなどを信号待
ちのドライバーに配布し、交通安全を呼びかけました。

交通安全への願いを込めて

　市制施行60周年記念事業のひとつとして４月14日
に産業文化会館で行われた「ごきげん歌謡笑劇団」の
公開録画。豪華出演者が舞台に勢ぞろいすると、観覧
者からは大きな歓声がわき起こりました。
　なお、この収録模様は５月８日午後９時からＮＨＫ衛
星第２テレビ（ＢＳ２）および5月14日午前11時
からＮＨＫデジタルハイビジョンで放映されます。

　４月５日、第25回行田市鉄剣マラソン大会が開催
されました。
　市制施行60周年と行田市体育協会創立60周年記
念となった今大会は、北は北海道、南は熊本県まで、
総勢３，６７３人が参加しました。ゲストランナーとし
て３度のオリンピック出場を果たした弘山晴美さんが
ハーフの部に出場し、一般参加者とともに春の日差し
を浴びながら桜が咲き誇る古代ロマンあふれるコース
を快走しました。
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　４月11日、キタミソウ観察会と星川クリーン大
作戦が馬見塚橋周辺で行われました。
　この催しは、星川をごみのないきれいな川にする
ことで絶滅危惧種に指定されているキタミソウを守
ることにつながるとして、星川の自然とキタミソウ
を守る会が主催したものです。この日は49人が参
加し、冬と春先の２度咲くキタミソウを観察しなが
ら、約１時間の清掃活動を行いました。

きれいな川にキタミソウを

　4月 17日、市役所前から水城公園までの
公園通りで、春の風物詩である行田春まつり
が開催されました。この日はあいにくの薄曇
りの天候にもかかわらず、大勢の人出でにぎ
わいました。
　まつりに訪れた人たちのお目当ては恒例の
苗木市。所狭しと並んだ露店で花や苗木に目
移りしながらもお気に入りの
一品を買い求めていました。
また、コミュニティセンター
みずしろ前では、新・行田音
頭や片原の手おどりが披露さ
れ、道行く人々が足を止めて
見入っていました。

春の風物詩　行田春まつり

　４月４日、水城公園市民広場で水城公園桜ボンボ
リまつりが開催され、多くの人出でにぎわいました。
　会場では風船つり、輪投げのほか、フリーマーケッ
トなどが開かれました。また、行田大茶会と銘打っ
た野だてでは、行田市茶道連盟会員に混じってお手
伝いの小学生たちが少し緊張した面持ちでお茶とお
菓子を振る舞いました。来場者は桜に囲まれて思い
思いの時間を過ごしていました。

桜に囲まれて過ごす思い思いの時間
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米
販
売
業
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、
米
を
誰
よ
り
も

身
近
に
、
そ
し
て
特
別
な
食
材
と
感
じ
て
い
た
染
野

さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
し
30
歳
の
と
き
、
父
親
が
体

調
を
崩
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
祖
父
か
ら
続
く
家

業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
米
作
り

の
こ
と
は
農
家
、
そ
の
米
を
料
理
す
る
の
は
調
理
師

の
ほ
う
が
詳
し
い
。
資
格
を
持
た
な
く
て
も
で
き
る

米
を
売
る
仕
事
は
本
当
の
プ
ロ
と
い
え
る
の
か
」
と

疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

米
の
勉
強
を
始
め
よ
う
と
思
い
立
つ
と
、
米
の
ソ

ム
リ
エ
と
呼
ば
れ
る
『
米
・
食
味
鑑
定
士
』
の
資
格

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
平
成
11
年
に
受
験
。
埼

玉
県
で
第
１
号
の
米
・
食
味
鑑
定
士
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
消
費
者
が
評
価
を
す
る
の
は
食
卓
で
食
べ

る
ご
飯
の
味
で
、
米
の
総
合
的
な
知
識
を
得
た
だ
け

で
は
ま
だ
ま
だ
“
米
の
プ
ロ
”
と
し
て
物
足
り
な
さ

を
感
じ
た
染
野
さ
ん
は
、
も
っ
と
幅
広
い
知
識
を
身

に
付
け
た
い
と
学
習
意
欲
が
わ
い
た
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
見
つ
け
た
の
が
、
米
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を

持
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
各
家
庭
や
個
々
の
暮
ら
し
方

に
合
っ
た
米
の
保
管
方
法
、
米
を
ご
飯
に
す
る
過
程

で
の
水
の
量
や
と
ぎ
方
、
蒸
ら
し
方
な
ど
、
い
か
に

お
い
し
い
ご
飯
と
し
て
食
べ
て
も
ら
う
か
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
「
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
」。
ま
さ
に
染
野
さ

ん
が
理
想
と
す
る
米
の
プ
ロ
と
い
え
る
こ
の
資
格
は
、

三
ツ
星
と
五
ツ
星
の
２
段
階
に
分
け
ら
れ
、
染
野
さ

ん
は
平
成
13
年
に
三
ツ
星
の
資
格
を
取
る
と
、
そ
の

３
年
後
に
五
ツ
星
の
受
験
資
格
を
得
て
高
難
度
の
課

題
を
ク
リ
ア
し
、
埼
玉
県
で
７
人
し
か
い
な
い
五
ツ

星
の
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

お
米
マ
イ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
染
野
さ
ん
は
、
米
を
購

入
す
る
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
食

育
の
出
前
講
座
と
し
て
小
・
中
学
校
に
出
向
き
、
児

童
・
生
徒
や
そ
の
保
護
者
ら
に
米
や
ご
は
ん
の
素
晴

ら
し
さ
や
大
切
さ
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

す
。「
一
人
一
人
の
好
み
に
合
っ
た
米
の
提
案
や
玄
米

を
お
い
し
く
手
軽
に
炊
け
る
方
法
を
見
い
だ
す
な
ど
、

皆
さ
ん
の
健
康
で
快
適
な
食
生
活
に
役
立
つ
も
の
を

発
信
し
な
が
ら
、
今
後
、
市
内
の
学
校
で
も
日
本
の

食
生
活
を
支
え
る
米
や
ご
飯
の
奥
深
さ
な
ど
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
多
く
の
人
に
米
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
も
ら
う
取
り
組
み
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。

	

忍	

丸
山　

連
子

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
音
な
き
飛ひ
し
ょ
う翔
揚
げ
雲ひ
ば
り雀

	

谷
郷	

大
谷　

峯
生

抜
け
道
の
踏
み
な
ら
さ
れ
て
す
み
れ
草

	

富
士
見
町	

お
お
ば
水
杜

春
の
月
一
つ
は
天
の
観
世
音

	

南
河
原	

三
沢　

一
水

か
げ
ろ
へ
ば
大
堰
揺
る
る
水
溢あ
ふ

る

	

佐
間	

根
岸　

克
美

鼻
唄
を
歩
巾
に
合
わ
せ
山
笑
ふ

	

須
加	

長
島
八
重
子

友
ゆ
き
て
形
見
の
す
み
れ
侘わ
び

し
け
り

	

須
加	

天
沼　

広
吉

晩
春
や
揚
水
機
場
の
整
備
な
る

	

須
加	

梶
原　

銃
司

春
休
み
ゲ
ー
ム
と
メ
ー
ル
の
孫
来
た
り

	

馬
見
塚	

永
沼
規
美
雄

あ
の
声
は
子
ら
呼
ぶ
こ
ゑ
か
落
雲
雀

	

清
水
町	

石
川　

裕
美

摘
み
た
て
の
菜
花
主
役
の
夕ゆ
う
げ餉

か
な

俳 

句

米
と
ご
は
ん
の
奥
深
さ
を
伝
え
る

お
米
マ
イ
ス
タ
ー

染
野　

光
伸 

さ
ん
（
中
央
・
44
歳
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書 

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

私
の
作
品

	

門
井
町	

森
下
さ
と
し

忍
城
や
十
万
石
の
花
吹
雪

	

門
井
町	

小
暮　

愛
子

診
療
待
つ
咳
の
隣
も
咳
を
し
て

	

旭
町	

大
川　

和
子

蕗ふ
き
み
そ

味
噌
の
苦
味
ひ
と
り
で
味
わ
い
ぬ

	

城
西	

榊
原
し
ず
か

肩
に
触
れ
と
ま
ど
う
小こ
み
ち径
花
の
塵

	

矢
場	

鈴
木
か
づ
の

園
児
ら
が
小
さ
き
手
を
振
り
花
笑
う

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『
飛
鳥
乙
女
』（
和
紙
押
絵
）

小
池
芳
子
（
佐
間
）



別
宮　

悠ゆ
う
た太 

ち
ゃ
ん（
矢
場
）

父
・
信
久
さ
ん　

母
・
郁
美
さ
ん

平
成
20
年
５
月
２
日
生
ま
れ

「
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
」

田
中　

悠ゆ
う
り里 

ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
修
さ
ん　

母
・
諭
子
さ
ん

平
成
20
年
５
月
３
日
生
ま
れ

「
健
や
か
に
の
び
の
び
と
」

19

　

大
正
時
代
に
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に

ヒ
ン
ト
を
得
て
考

案
さ
れ
た
日
本
特

有
の
楽
器
、
大
正

琴
。
哀
愁
の
漂
う

繊
細
な
音
色
が

人
々
の
心
を
魅
了

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

20
年
近
く
活
動
し

て
い
る
大
正
琴

サ
ー
ク
ル
「
は
つ

ゆ
き
草
」
は
、
第
２
・
４
火
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
、
忍
・
行
田
公
民
館

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
数
あ
る
流
派
の
中

で
も
最
も
会
員
が
多
い
琴
伝
流
を
学
ん
で
お
り
、

19
人
の
メ
ン
バ
ー
は
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ

ナ
ー
、
ベ
ー
ス
の
４
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て
厚
み

の
あ
る
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
毎
年
、
埼
玉
県
東
部
地
区
大
会
、

公
民
館
の
文
化
祭
、
行
田
市
大
正
琴
連
盟
主

催
の
演
奏
会
に
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」

「
よ
こ
は
ま
た
そ
が
れ
」「
北
の
宿
か
ら
」
な
ど
、

主
に
耳
に
な
じ
ん
だ
歌
謡
曲
や
演
歌
な
ど
を

演
奏
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
人
に
大
正

琴
の
美
し
い
音
を
聴
い
て
も
ら
お
う
と
老
人
福

祉
施
設
へ
の
慰
問
を
行
う
な
ど
、
精
力
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
お
さ
ら
い
会
と
称

し
て
、
指
導
者
の
大
山
美
萌
さ
ん
が
同
ク
ラ
ブ

以
外
に
教
え
て
い
る
生
徒
た
ち
と
交
流
を
深
め
、

大
正
琴
の
魅
力
を
分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。

　

大
山
さ
ん
は
、「
１
曲
弾
け
た
喜
び
が
次
の

曲
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
る
も

の
。
だ
か
ら
、
褒
め
る
こ
と
で
一
生
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
力
を
引
き
出
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
す
。「
長
い
間
、
公
民
館

の
協
力
を
い
た
だ
い
て
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
も
み
ん
な
で
一
緒
に

演
奏
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
る
メ

ン
バ
ー
た
ち
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
仲
良
く
活

動
し
続
け
て
い
き
た
い
と
願
う
皆
さ
ん
の
演
奏

は
、
こ
れ
か
ら
も
聴
く
人
の
心
を
潤
わ
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

忍
・
行
田
公
民
館
☎
５
５
６

―

８
６
７
４

栗
田 

菜な

な

ね
愛
希 

ち
ゃ
ん（
門
井
町
）

父
・
直
祐
さ
ん　

母
・
菜
津
季
さ
ん

平
成
20
年
５
月
29
日
生
ま
れ

「
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
」

久
保
井 

瑛え
い
じ仁 

ち
ゃ
ん（
皿
尾
）

父
・
保
夫
さ
ん　

母
・
裕
美
子
さ
ん

平
成
20
年
５
月
７
日
生
ま
れ

「
笑
顔
満
天
☆
や
ん
ち
ゃ
瑛
仁
♡
」

茂
木　

千ち

よ代 

ち
ゃ
ん（
押
上
町
）

父
・
智
紀
さ
ん　

母
・
幸
子
さ
ん

平
成
20
年
５
月
26
日
生
ま
れ

「
笑
顔
の
絶
え
な
い
子
に
」

○5月29日(金)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広
報広聴担当(内線318) 
※応募要領は市ホーム
ページをご覧ください

○応募者多数の場合は、6月2日(火)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

はつゆき草
～いつまでも美しい音色を響かせて～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

平成20年7月生まれの
お子さんを募集します



催し・募集
▼
日
時　

５
月
26
日
㈫
午
前
９
時 

▼
場
所　

郷
土
博
物
館
玄
関
前　

▼

配
布
す
る
菊
苗　

厚
物
、
管
物
３
千

本　

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

観
光
担
当
（
内
線
３
８
２
）

【
観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
）

業
務
】

▼
期
間　

６
月
22
日
㈪
～
８
月
５
日

㈬
※
２
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務 

▼
時
間　

午
前
７
時
～
９
時　

▼
業

務
内
容　

観
光
案
内
お
よ
び
電
話
応

対
な
ど　

▼
時
給　

９
０
０
円　

▼

募
集
人
員　

３
人

【
古
代
蓮
の
里
観
光
案
内
業
務
】

▼
期
間　

６
月
22
日
㈪
～
８
月
５
日

㈬
※
２
人
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務 

▼
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
１
時 

▼
業
務
内
容　

観
光
案
内
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど　

▼
時
給 

８
３
０
円　

▼
募
集
人
員　

３
人

▼
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書
（
写

真
添
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
５
月
22
日
㈮
ま
で
に
商
工
観
光

課
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
。

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
観
光

担
当
（
内
線
３
８
２
）

▼
勤
務
内
容　

小
学
校
通
学
路
で
の

立
哨
、
交
通
安
全
教
室
時
の
指
導
な

ど　

▼
対
象　

20
歳
か
ら
55
歳
ぐ
ら

い
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
募
集
人
数 

若
干
名　

▼
そ
の
他　

報
酬
有
り
。

制
服
・
装
備
品
な
ど
は
貸
与
。 

▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

防
災
安

全
課
交
通
担
当
（
内
線
２
８
４
）

▼
日
時　

６
月
20
日
㈯
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大
学 

▼
内
容　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
動
物
の

置
き
物
づ
く
り
・
手
形
づ
く
り　

▼

対
象　

市
内
の
小
学
生(

保
護
者
同

伴
可) 

▼
募
集
人
数　

50
人　

▼
費

用　

５
０
０
円　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

同
大
学
☎
５
６
４―

３
８
１
９

　

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

乗
っ
て
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

６
月
２
日
㈫
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
場
所　
「
み
ら

い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
出
演　

く
ま

ぴ
よ
隊
（
子
育
て
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

グ
ル
ー
プ
） 

▼
入
場
無
料　

▼
主
催 

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
子
育
て
ネ
ッ
ト
行
田　

▼
共
催 

埼
玉
県
家
庭
教
育
振
興
協
議
会　

▼

問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課

☎
５
５
６―

８
３
１
９
ま
た
は
行
田

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

５
月
24
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館 

▼
曲
目　
「
ア
ル
ル
の
女
」
第
二
組

曲
、
歌
劇
「
椿
姫
」
よ
り
乾
杯
の

歌
、
式
典
の
た
め
の
行
進
曲
「
栄
光

を
た
た
え
て
」
ほ
か　

▼
入
場
無
料 

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員
会　

▼

そ
の
他　

団
員
募
集
中　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
団
事
務
局
☎
５
５
４―

９
８
０
０

▼
日
時　

５
月
31
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館 

▼
曲
目　
「
蝶
々
夫
人
」
よ
り
“
あ

る
晴
れ
た
日
に
”、
小
犬
の
ワ
ル
ツ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
ほ
か　

▼
入
場
無

料　

▼
主
催　

行
田
音
楽
家
協
会 

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

金
子

宅
☎
５
４
８―

７
２
９
７

▼
日
時　

６
月
28
日
㈰
午
後
５
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

行
田
平
安
閣 

▼
内
容　

夕
食
付
き
コ
ン
サ
ー
ト

（
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
日

本
の
音
楽
な
ど
を
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア

ノ
、
ソ
プ
ラ
ノ
、
チ
ェ
ロ
で
演
奏
し

ま
す
） 

▼
入
場
料　

４
千
５
０
０
円 

▼
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト　

宮
脇
書
店
行

田
店
、
茂も

み美
の
湯
フ
ロ
ン
ト　

▼
主

催　

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会　

▼

後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
会

事
務
局
☎
５
５
４―

４
０
０
５

▼
日
時　

６
月
６
日
㈯
～
８
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
※
最
終
日
は
午

後
４
時
30
分
ま
で　

▼
場
所　

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼

入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
ク

ラ
ブ
江
森
宅
☎
５
５
９―

１
８
９
５
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＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

 

行
田
俳
画
ク
ラ
ブ

定
期
俳
画
展

市
の
花
・
菊
苗
の
無
料
配
布

 

臨
時
職
員

第
７
回
行
田
音
楽
家
協
会

定
期
演
奏
会

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会

第
13
回
定
期
演
奏
会

 

交
通
指
導
員

行
田
市
民

「
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
教
室
」
①

 

第
９
回
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
公
開
講
座

 

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

第
２
回
定
期
演
奏
会



▼
日
時　

６
月
14
日
㈰
午
前
９
時
～ 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

種
目　

団
体
戦 
【
男
子
】
１
部
・
２

部
（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
方
式
）
１
チ
ー
ム
３

人
【
女
子
】
１
部
・
２
部
（
Ｘ
Ｙ
Ｚ

方
式
）
１
チ
ー
ム
３
人
※
学
生
は

男
女
各
３
チ
ー
ム
ま
で　

▼
参
加
費 

【
男
子
】
１
チ
ー
ム
２
千
円
、
学
生

１
千
５
０
０
円　
【
女
子
】
１
チ
ー

ム
２
千
円
、
学
生
１
千
５
０
０
円
※

連
盟
未
登
録
の
場
合
は
２
千
５
０
０

円　

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方　

▼
主
催　

行
田
市
卓

球
連
盟　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

５
月
27
日
㈬
午
後
７
時
ま
で

に
郵
送
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
同
連
盟
事
務
局
田

島
宅
（
〒
３
６
１―

０
０
２
４
行

田
市
小
針
２
５
８
５
）
☎
５
５
９

―

３
７
８
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

５
月
10
日
～
７
月
12
日

の
毎
週
日
曜
日　

午
前
９
時
～
11

時　

▼
場
所　

富
士
見
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト　

▼
対
象　

初
心
者
お

よ
び
競
技
指
向
の
方　

▼
参
加
費 
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５
０
０
円
※
参
加
当
日
徴
収
し
ま
す 

▼
そ
の
他　

ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し

可
能
、
シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意 

▼
主
催　

行
田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟　

▼
申
し
込
み　

参
加
当
日
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
て　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
連
盟
理
事
長
大
西
☎
０
８
０―

５
４
９
２―

２
２
３
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
ariah_carey@

yahoo.co.jp

▼
日
時　

６
月
13
日
～
７
月
11
日

の
毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
後

７
時
～
８
時
15
分　

▼
場
所　

グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
柔
道
場　

▼
対
象 

小
学
生
以
上　

▼
費
用　

中
学
生
以

下
１
千
円
、高
校
生
以
上
２
千
円（
保

険
料
・
資
料
代
を
含
む
） 

▼
服
装 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
運
動
し

や
す
い
服
装　

▼
持
ち
物　

タ
オ
ル 

▼
申
し
込
み　

５
月
30
日
㈯
ま
た
は

６
月
６
日
㈯
の
午
後
６
時
～
７
時
に

費
用
を
添
え
て
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ロ
ビ
ー　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
連
盟

島
田
宅
☎
５
８
８―

４
６
９
４

▼
日
時　

６
月
13
日
～
12
月
19
日
の

指
定
す
る
土
曜
日
（
全
16
回
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午　

▼
場
所　

中
央

公
民
館
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
ほ
か 

▼
対
象　

市
内
小
・
中
学
生　

▼
定

員　

40
人　

▼
参
加
無
料　

▼
講
師 

西
川
扇
由
女
ほ
か　

▼
申
し
込
み 

５
月
23
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
に

忍
・
行
田
公
民
館　

▼
問
い
合
わ
せ 

大
澤
宅
☎
５
５
６―

３
２
４
５
ま
た

は
青
柳
宅
（
夜
間
）
☎
５
５
４―

５
１
１
７

▼
日
時　

５
月
23
日
㈯
午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分　

▼
場
所　

忠
次
郎

蔵　

▼
定
員　

18
人
（
先
着
順
） 

▼

参
加
費　

１
千
円　

▼
指
導
者　

藤

間
良
夫
さ
ん
と
教
室
卒
業
生　

▼
持

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ

オ
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器 

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

火

～
土
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時

に
電
話
で
忠
次
郎
蔵
☎
５
５
６―

９
９
８
８

▼
日
時　

６
月
４
日
㈭
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福

祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」 

▼
対

象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
持
つ

父
母　

▼
会
費　

１
０
０
円　

▼

内
容　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語

ら
う
（
託
児
つ
き
） 

▼
定
員　

30

人　

▼
主
催　

行
田
市
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会　

▼
後
援　

行

田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

１
日
㈮
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

５
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　
「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
講
師　

川
口
裕
司

さ
ん
（
㈳
倫
理
研
究
所
専
任
講
師
） 

▼
入
場
料　

１
千
円　

▼
主
催　

家

庭
倫
理
の
会
行
田
市
ほ
か　

▼
後
援 

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
ほ

か　

▼
問
い
合
わ
せ　

井
野
宅
☎

５
５
３―

１
０
５
１

▼
日
時　

６
月
10
日
㈬
、
10
月
15
日

㈭　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午 

▼
場
所　

県
立
行
田
特
別
支
援
学
校 

▼
内
容　

学
校
概
要
説
明
、
授
業
見

学
な
ど　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

５
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
校
教
頭
☎
５
５
４
ー

３
３
０
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
０
ー

１
０
５
５

 

行
田
市
民
卓
球
大
会

春
季
団
体
戦

 

家
庭
倫
理
講
演
会

「
家
庭
を
よ
く
す
る
」

 

文
化
庁
委
嘱

日
本
舞
踊
こ
ど
も
教
室

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

 

少
林
寺
拳
法
教
室

楽
し
い
手
打
ち
そ
ば
教
室

（
初
級
コ
ー
ス
）

 

子
育
て
談
話
室た

ん
ぽ
ぽ

県
立
行
田
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開



催し・募集
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行田市の人口と世帯　　　　 人口８６,８２３人　　男４３,２４０人　　女４３,５８３人　　世帯数３２,３０４世帯
（平成２１年４月１日現在）　  ３月中の異動　出生５４人　転入等３９５人　死亡６８人　転出等４７８人

▼
募
集
内
容　

市
内
で
撮
影
さ
れ
た

野
生
生
物
の
生
態
写
真
。
※
蓮
や
園

芸
種
、
や
ら
せ
写
真
は
不
可
。 

▼

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、撮
影
場
所
、種
名（
不
明
で
も
可
）

を
明
記
し
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
の
う

え
、
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル

でgnn@
tvg.ne.jp

へ　

▼
問
い

合
わ
せ　

行
田
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
橋
本
宅
☎
５
５
３―

３
１
１
３
（
午
後
２
時
～
４
時
）

▼
日
時　

６
月
14
日
㈰
午
前
６
時
30

分　

市
民
体
育
館
跡
地
駐
車
場
出
発 

▼
行
程　

行
田―

神
津
牧
場―

物
見

山―

神
津
牧
場―

行
田
（
行
き
帰

り
バ
ス
利
用
） 

▼
歩
行
時
間　

３
時

間
30
分　

▼
費
用　

３
千
円
（
乗
り

物
代
、
傷
害
保
険
料
な
ど
） 

▼
定
員 

50
人　

▼
服
装　

長
ズ
ボ
ン
、
長
袖

シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
、
ザ
ッ
ク
な
ど
歩
き
や

す
い
服
装　

▼
持
ち
物　

弁
当
、
水

筒
、
雨
具
（
カ
ッ
パ
な
ど
）、
替
え

靴
下
・
下
着
な
ど　

▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ　

行
田
山
の
会
河
田
宅

☎
５
５
４―

３
４
５
０

▼
日
時　

５
月
24
日
㈰
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

熊
谷
文
化
創
造
館
さ

く
ら
め
い
と
太
陽
の
ホ
ー
ル　

▼
曲

目　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
８
番

ヘ
長
調
Op. 

93
ほ
か　

▼
指
揮　

久

住
純
信
さ
ん　

▼
主
催　

埼
玉
交
響

楽
団　

▼
入
場
料　

前
売
り
券
１
千

円
、
当
日
券
１
千
３
０
０
円
（
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
当
日
券
の

み
７
０
０
円
）
※
４
歳
未
満
入
場
不

可　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

八
木

橋
百
貨
店
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
団
事
務
局
☎
５
３
２―

９
０
１
２

「
行
田
の
自
然
デ
ー
タ
版
」
へ
の

掲
載
写
真

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

神
津
牧
場
と
展
望
の
物
見
山

 

埼
玉
交
響
楽
団

第
62
回
定
期
演
奏
会

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

▼
勤
務
場
所　

古
代
蓮
会
館
お
よ

び
売
店　

▼
勤
務
期
間　

６
月

中
旬
～
８
月
中
旬
※
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
（
勤
務
日
数
な
ど
応

相
談
） 

▼
勤
務
時
間　

午
前
７
時

か
ら
３
～
４
時
間
程
度　

▼
業
務

内
容　

受
付
、
案
内
、
商
品
販
売

な
ど
の
接
客
業
務　

▼
応
募
資
格 

18
歳
以
上
の
方
で
、
土
・
日
曜
日

の
勤
務
が
可
能
な
方　

▼
募
集
人

員　

７
人　

▼
時
給　

午
前
７
時

～
９
時
は
９
０
０
円
、
午
前
９

時
以
降
は
７
５
０
円　

▼
申
し
込

み　

５
月
29
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
持
参
の
う
え
古

代
蓮
会
館

▼
日
時　

７
月
19
日
㈰
【
１
回

目
】
正
午
開
演　
【
２
回
目
】
午

後
３
時
30
分
開
演　

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容 

『
ド
ラ
え
も
ん
』の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
２
部
構
成
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー 

▼
入
場
料　

全
席
指
定
２
千
円

（
２
歳
以
下
は
無
料
。
座
席
の
必

要
な
場
合
は
有
料
） 

▼
前
売
り
開

始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

５
月

古
代
蓮
の
里　
　
　
　

（
蓮
の
開
花
期
間
）

ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　

ド
ラ
え
も
ん

　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
「
ふ
し
ぎ
な
星
の
な
か
ま
た
ち
」

２
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
産
業
文
化

会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て

（
電
話
受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）

▼
会
期　

５
月
21
日
㈭
～
６
月
１

日
㈪
（
火
曜
日
休
館
）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
※
入
場
は
午
後

４
時
ま
で　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内

容　

行
田
市
書
道
人
連
盟
作
品
展

（
書
） 

▼
入
場
無
料

▼
会
期　

６
月
３
日
㈬
～
21
日

㈰
（
火
曜
日
休
館
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
※
入
場
は
午
後
４

時
ま
で　

▼
場
所　

産
業
文
化
会

館
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容 

行
田
美
術
会
作
品
展
（
絵
画
） 

▼

入
場
無
料

第
14
回
彩
夏
展　

第
48
回
絵
画
展　



古代蓮会館アニメ上映会

▼
日
時　

７
月
18
日
㈯
【
昼
の
部
】

午
後
０
時
30
分
開
演
【
夜
の
部
】
午

後
５
時
30
分
開
演　

▼
場
所　

熊
谷

会
館
（
熊
谷
市
末
広
３―
９―

２
） 

▼
演
目　

一
、「
正
札
附
根
元
草
摺
」 

二
、「
義
経
千
本
桜
」 

▼
出
演　

片

岡
仁
左
衛
門
ほ
か　

▼
料
金　

特
等

席
６
千
円
、
一
等
席
２
千
円
、
一
等

学
生
席
１
千
円
、
お
た
め
し
席
１
千

円　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

熊
谷

会
館
、
川
島
書
店
、
宮
脇
書
店
行
田

店
ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

熊
谷
会

館
☎
５
２
３―

２
５
３
５

▼
日
時　

６
月
28
日
㈰
午
後
１
時

45
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館　

▼
入
場
料　

２
千
５
０
０

円
（
当
日
券
３
千
円
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト

取
り
扱
い　

産
業
文
化
会
館
、
川
島

書
店
、
宮
脇
書
店
行
田
店　

▼
そ
の

他　

潮
崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
行
田
市
出

身
）
の
出
演
あ
り　

▼
問
い
合
わ
せ 

木
下
航
志S

um
m

er Live in 
G

yoda

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
☎

５
５
３―

４
４
２
６

▼
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
後
４
時

～
５
時　

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル 

▼
内
容　

ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ワ
ー

（
水
圧
・
浮
力
・
抵
抗
・
水
温
）

を
利
用
し
個
人
の
体
力
に
合
っ
た

効
果
的
な
運
動
を
楽
し
く
行
い
健

康
維
持
に
努
め
ま
す
。 

▼
対
象 

成
人　

▼
月
会
費　

２
千
円　

▼

申
し
込
み　

市
民
プ
ー
ル
に
て
随

時
受
け
付
け
（
定
員
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
）
※
電
話
予
約
可

広告

23

固定資産税・都市計画税・・・１期
軽自動車税・・・・・・・・・全期　　　納期限・・・・・６月１日（月）

今月の納税

▼
日
時　

６
月
２
日
～
７
月
21
日

の
毎
週
火
曜
日
（
全
８
回
）
午
前

11
時
～
正
午　

▼
場
所　

商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室　

▼
対
象 

成
人　

▼
定
員　

20
人
（
先
着

順
） 

▼
内
容　

畳
の
上
で
手
軽
に

出
来
る
骨
盤
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
美
脚

体
操
を
学
び
ま
す
。 

▼
参
加
費 

３
千
円
（
保
険
料
込
み
、
当
日
徴

収
） 
▼
申
し
込
み　

５
月
15
日
㈮

午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２

階
窓
口
（
電
話
受
け
付
け
は
午
前

９
時
30
分
か
ら
）

 
松
竹
大
歌
舞
伎

ア
ク
ア
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

会
員

骨
盤
de
ダ
イ
エ
ッ
ト　

美
脚
体
操
講
座

上 映 日 作　　品　　名

5月9日（土） ウサギとカメ、一休さん、はなさかじいさん

5月10日（日） ピーターパン、いなかのねずみと町のねずみ、白鳥のみ
ずうみ

5月16日（土） たからじま、ひつじかいの少年、ピノキオ

5月17日（日） かぐやひめ、かさじぞう、つるのおんがえし

5月23日（土） ガリバー旅行記、ゆきの女王、アリババのぼうけん

5月24日（日） もも太郎、そんごくう、青い鳥

5月30日（土） おやゆびひめ、王さまの耳はロバの耳、北かぜとおひめ
さま

5月31日（日） にんぎょひめ、木こりと金のおの、ゆきおんな

6月6日（土） ねむりの森のひめ、ふしぎの国のアリス、アラジンと魔法
のランプ

6月7日（日） うらしま太郎、マッチ売りの少女、ジャックとまめの木

▶上映時間　午前11時～、午後2時～（各回30分）
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人400円、小人200円）が必要です。

古代蓮会館アニメ上映会

木
下
航
志
（
盲
目
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

サ
マ
ー
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・
行
田

体育施設　アルバイト・パートスタッフ
職　　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　　給 申し込み・問い合わせ

①グリーンアリーナ
　窓口受付･管理スタッフ

【平日】午後5時30分～ 9時30分
【休日】午前8時30分～午後5時30分または
　　　　午後5時30分～ 9時30分
※上記時間内にて応相談
※週3日程度のローテーション勤務

若干名
※試用期間（２月間）あり

750 ～ 800円
※年齢、経験な

どを考慮のう
え決定

※有給休暇制度有

履歴書（写真貼付）に希望職種を明
記のうえ、グリーンアリーナまたは
市民プール（6月ごろから雇用の予
定。応相談）

●グリーンアリーナ（和田1242）
　☎553－3377
●市民プール（本丸3－5）
　☎555－2455

②市民プール
　監視スタッフ

午前9時30分～午後9時30分
※上記時間内にて1日3～8時間、週3日程度のロー

テーション勤務(応相談)
※平日は夜間、昼間は休日のみ就業可能な方も歓迎

若干名
※高校生可
※25m程度泳げる方
※試用期間（2月間）あり

※水泳指導者を随時募集しています。指導経験者または未経験でも興味のある方は、気軽に問い合わせください。



　

国
道
１
２
５
号
線
に
面
し
た
城
下
町
特
有
の
短
冊

形
の
細
長
い
敷
地
（
行
田
５―

８
）
内
に
大
谷
石
の

店
蔵
、
土
蔵
２
棟
、
石
蔵
が
表
通
り
か
ら
一
列
に
並

ぶ
行
田
随
一
の
蔵
並
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
今

回
紹
介
す
る
保
泉
商
店
の
建
物
群
で
す
。

　

こ
の
蔵
並
み
を
持
つ
保
泉
商
店
は
、
足
袋
地
原
料

商
と
し
て
明
治
35
年
（
１
９
０
２
）
に
創
業
し
、
明

治
時
代
後
半
に
建
設
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
土
蔵
（
前

蔵
）
を
買
い
取
っ
て
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
に
現

在
の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

行
田
の
足
袋
産
業
は
明
治
時
代
後
半
か
ら
原
料

商
、
織
布
業
、
染
色
業
、
ネ
ル
張
業
、
底
張
業
、
印

刷
業
、
箱
屋
、
ミ
シ
ン
屋
、
増
地
業
な
ど
足
袋
関
連

産
業
が
興お
こ

っ
て
発
展
し
て
い

き
ま
し
た
。
保
泉
商
店
は
こ

う
し
た
時
代
の
流
れ
に
乗
っ

て
商
売
を
拡
大
、
大
正
５
年

（
１
９
１
６
）
に
は
敷
地
内

の
中
央
に
あ
る
間
口
10
間
・

奥
行
３
間
の
連
棟
土
蔵
（
一

～
三
番
蔵
）
を
建
設
し
ま
し

た
。
こ
の
連
棟
土
蔵
は
３
つ

に
仕
切
ら
れ
、
そ
の
う
ち
２

つ
に
梱
包
さ
れ
た
ま
ま
の
原

反
を
、
残
り
１
つ
に
梱
包
を

ほ
ど
い
た
原
反
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
泉
商
店
は
第

一
次
大
戦
後
の
不
況
を
乗
り
切
っ
て
行
田
一
の
足
袋

地
原
料
商
に
躍
進
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
２
月

に
は
大
谷
石
の
店
蔵
（
Ｌ
字
形
の
半
蔵
造
り
の
店
舗

併
用
住
宅
）
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
７

年
（
１
９
３
２
）
12
月
10
日
に
一
番
奥
に
あ
る
石
蔵

を
上
棟
、
さ
ら
に
東
裏
側
に
あ
る
モ
ル
タ
ル
蔵
（
新

蔵
）
を
建
設
し
、
西
側
の
蔵
と
蔵
の
間
を
塗
り
壁
で

つ
な
い
で
、
蔵
並
み
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　

一
代
で
こ
の
蔵
並
み
を
築
い
た
創
業
者
の
保
泉
近

蔵
は
、
精
励
努
力
、
質
素
倹
約
に
励
み
、
託
児
所

（
現
在
の
若
葉
保
育
園
）
を
私
費
で
建
設
す
る
な
ど

社
会
福
祉
活
動
に
も
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
主
催
の
「
蔵
め
ぐ
り
ま
ち
あ
る

き
」
が
、
今
年
も
５
月
16
・
17

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
２
日

間
は
、
普
段
内
部
を
見
学
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
近
代
化
遺
産
が
公

開
・
活
用
さ
れ
、
各
建
物
で
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
開
か
れ
ま
す
。
保

泉
商
店
で
も
、
こ
の
２
日
間
東
裏

側
の
新
蔵
が
公
開
さ
れ
、
内
部
で

足
袋
産
業
全
盛
期
の
行
田
の
様
子

を
写
し
た
貴
重
な
ビ
デ
オ
が
上
映

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
じゃがいも…２個　にんじん…中１／３本　なす…１／２本　ゆで卵…１個　しそ
の葉…８枚　しらす…10g　油…適量　Ａ【塩・コショウ】…少々　Ｂ【らっきょう（刻
み）…３粒　マヨネーズ…大さじ２　オリーブ油…大さじ１／２】

作り方
①じゃがいも ･ にんじんは千切りにし、シャキシャキ感が残る程度に熱湯で火を通

してざるにあげ、Ａで下味をつける。ゆで卵の白身の部分を千切りにして混ぜる。
②なすは輪切りにして油で両面を焼き、しらすは皿に広げ、レンジで２分加熱する。
③①・②を混ぜて皿に盛り、その上に裏ごしした黄身と千切りにしたしその葉を彩

りよく盛りつける。
④Ｂを混ぜ合わせソースを作り、添える。

… 野 菜 と 酸 味 で 食 欲 増 進 …
シャキシャキじゃがいものサラダ

栄養成分（１人分）
エネルギー 260kcal　たんぱく質 8.6g　脂質 13.0g 
炭水化物24.0g　食塩相当量1.3g　ビタミンＣ23mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

保
泉
商
店
店
蔵
、
土
蔵
、
石
蔵

182

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

15

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

保泉商店店蔵、土蔵、石蔵

No.74
　じゃがいものおいしい季節になりました。芽や緑色になった皮の部分には、中毒症状
を起こす「ソラニン」が含まれています。皮をむいて水にさらすことで、ソラニンを取
り除くことができます。また、じゃがいもはみかんと同じくらいビタミンＣを含み、加
熱しても壊れにくい性質をもっています。
　刻んだらっきょうが入ったソースをかけると、シャキシャキ感が一層増し、さらに酸
味も加わり食欲をそそる一品です。
　ボリュームのあるこのサラダを、お好みのソースとともに召し上がってください。

　古代蓮の里をスタートし、埼玉古墳群を含む市内周回コースを会場と
した第25回行田市鉄剣マラソン大会が４月５日に開催されました。
　沿道から多くの声援を受けたランナーたちは、春らんまんのコースを
走り抜けました。
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